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viviONは小田原市の柏木美術鋳物研究所と連携して店内の音を収録して配信する
「ザクッザクッ」という食べ物のそしゃく音、「ワサワサ」という森の中を風が抜ける音――。聴覚などの刺激により脳が心地よいと感じる「ASMR（自律感覚絶頂反応）」への注目が高まっている。「聞くだけで気持ちいい」と若者の間で人気となっていることから、各地域でしか聞けない音を新たな観光資源として発信し、観光客などの誘客に活用する取り組みが広がっている。

「チリンチリ～ン……チリンチリ～ン」。女の子のアニメキャラクターが鋳物店の中で風鈴の音に耳を澄ましている。これはASMRを活用した動画の一場面。ゲオホールディングス子会社のviviON（ヴィヴィオン、東京・千代田）が2021年3月から始めた地域の観光支援プロジェクト「エモーカル」で発信している。

伝統工芸の小田原鋳物を手掛ける柏木美術鋳物研究所（神奈川県小田原市）の店内を舞台に風鈴などの音が鳴り続ける。1時間、それだけの動画だ。小田原市などの協力を得て、主に仕事などをしながら聞くBGM用に制作した。

同プロジェクトは新型コロナウイルス禍で打撃を受けた地方の観光を支援しようと企画された。自治体や地方の企業などと組み、各地の魅力ある音を動画共有サイト「ユーチューブ」や同社が運営するASMR専門の動画配信サイト「ZOWA（ゾワ）」などで配信している。

音の収録やアニメキャラクターのイラストなど制作費は全てviviONが負担し、動画の二次利用も無料としている。「その地域でしか聞けない音がある。テレワークの普及で環境音を聞く人は増えている」（同プロジェクト担当の住田陽一さん）

SNS（交流サイト）やゲーム、動画視聴などスマートフォンを中心に消費者の可処分時間の奪い合いが激しくなる中で、「ながら聞き」ができる音のコンテンツは需要が大きい。動画に比べ簡単で安価に制作できるため、「小規模の自治体などでも手軽に発信できる」（同）。

埼玉県長瀞町の荒川沿いにある岩畳の音や、鹿児島県指宿市の名産かつお節の製造会社でのかつお節を削る音、松山市の人気の牛丼店の音など、これまでに計9カ所の音を配信してきた。

4月にはセガトイズ（東京・品川）がプロジェクトに参加し、小田原市など6カ所の環境音を収録した家庭用プラネタリウム「ホームスター」のプレゼントキャンペーンを実施。活用シーンも広がっている。

自治体の期待も大きい。小田原市の担当者は「小田原鋳物だけでなく、小田原漆器や寄木など小田原ならではの音はまだある。訪れるきっかけをつくりたい」と話す。


東武動物公園は動物のそしゃく音を収録して配信した
企業もASMRが持つ発信力に着目している。「『ASMR聞いたよ』と声をかけてもらうことがある」。動物のそしゃく音をASMRにして配信している東武動物公園（埼玉県宮代町）は効果を実感している。

骨付きの鶏肉や干し草など、音の出やすい食材を選びホワイトタイガーやキリン、ゾウやラクダなど7種類の動物のそしゃく音を収録。21年3月からLINE MUSICなどで配信している。

森永乳業は21年11月末から22年1月ごろまでコーヒー飲料「マウントレーニア」のキャンペーンの一環で、千葉県君津市の「濃溝の滝」など全国4カ所の自然の音をASMRで楽しめるようにした。

君津市はこれまでも濃溝の滝について継続的に発信してきたが「音という視点はなかった。ヒーリング効果も合わせてアピールできたのではないか」と担当者は話している。（二村俊太郎）

＃ASMR（エーエスエムアール、自律感覚絶頂反応）

聴覚や視覚の刺激により脳が心地よいと感じる状態のこと。音の場合、食べ物のそしゃく音やものを切る音などを聞いたときに引き起こされる。

2018年ごろからユーチューブなどでASMRをテーマにした動画が多数投稿され始め、若者の間で人気となった。日本ケンタッキー・フライド・チキンなど外食・食品業界では、ネット動画などで自社商品の販促に活用しているほか、新潟県観光協会はASMRを活用した観光サイトを開設するなどの動きが相次いでいる。



